
社会福祉協議会は、略して｢社協（しゃきょう）｣と言い、誰もが安心して暮らすことの

できる福祉のまちづくりを進めるために設置されている民間の福祉団体です。

小田原市社会福祉協議会イメージキャラクター

「夢・咲き福ちゃん」

社会福祉協議会は、略して｢社協（しゃきょう）｣と言い、誰もが安心して暮らすことの

できる福祉のまちづくりを進めるために設置されている民間の福祉団体です。

題字：障がい者の自立のための生活・作業訓練等を行っている
　　　「なぎさ作業所」利用者の皆さん（６人による合作）

小田原市社会福祉協議会イメージキャラクター

「夢・咲き福ちゃん」
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この広報紙は、赤い羽根共同募金の配分金と広告料により発行しております。

ふれあいサロン 取材に行ってみた 
パート１（万年地区）

ふれあいサロン 取材に行ってみた パート２（西栢山・桜井地区）

ふれあいサロン 取材に行ってみた 
パート２（西の庭・桜井地区）

ユーチューブで

小田原市社会福祉協議会では、市内で行われている活動や

その活動に取り組まれている人・団体を公式 YouTube 

チャンネルで紹介しています。

市社協職員が取材・撮影・編集をしているもので令和５年

10 月 15 日現在で、13 タイトルを配信しています。

本号では、そのなかから３つの活動を紙面で

紹介します。

今後もさまざまな活動動画を配信していきます

ので、右のＱＲコードを読み取って、お持ちの

スマートフォンなどで、ぜひご覧ください。

社協を視るを視る

ふれあいサロン 取材に行ってみた パート１（十字地区）
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早川地区地域福祉コーディネーター会（早川地区）

上府中おたすけ隊（上府中地区）

お正月飾りづくり（下曽我地区）

民生委員さんの訪問活動に密着（足柄地区）

公園 deラジオ体操（橘北地区）
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昔からの習わしを伝承してい

くという意味合いもある世代間

交流事業です。

下曽我地区社協の世代間交流事業

下曽我地区社会福祉協議会が世代間交流

事業として主催する「お正月飾りづく

り」は、老人クラブ、子ども会、自治会、

民生委員児童委員協議会、ボランティア

グループなど、地域のさまざまな団体の

協力のもと、長年にわたって行われてき

たもので、敬老会に次いで役員が一丸と

なって取り組む一大イベントになってい

ます。

配信している動画は令和３年 12 月に下

曽我小学校体育館で開催されたもので、

当時はコロナ禍でしたが、感染予防対策

をしっかり講じて取り組まれたそうです。

８０名ほどの参加者に

対応するために、ソー

シャルディスタンスを保

ちましたが、心の距 離

が 縮 ま る 交 流 の 機会

にもなりました。

草むしりやゴミ出しなど、普段の生活の

なかで「ちょっとしたお手伝い」が必要

な人に対して、有償ボランティアとして

登録しているサポーターが支援する活動

が「上府中おたすけ隊」です。

上府中地区の生活支援活動

細かい飾りつけの材料は、

地区社協の事務局もして

い る 地 域 福 祉 コ ー デ ィ

ネーター会が作成してい

ます。

わら、ゆずり葉などの材

料は、地域の皆さんから

の提供によるものです。

今 年 はの 開 催
●日時　12 月 24 日 ( 日 )
　　　　 9：30 ～ 11：30

●会場 下曽我市民集会施設

　　　　「ふれあいの郷」

●問い合わせ
　星野武夫 (下曽我地区社協会長 )
　☎　42 ー 0731

ちょっと難し
かったけれど
完成したら
嬉しかった。

利 用 案 内
●利用できる人
　上府中地区にお住まいで、ご本人や
　ご家族が高齢、病気などの理由で生活
　を送るのに困っていて、サポーター
　によるお手伝いを希望する人

※内容によっては、お受けできない場合

　　もあります。

●料金
　①日常生活支援・訪問活動
　　　サポーター１人につき１時間…400 円
　②ゴミ出し　　　　 １回…  50 円

●利用日・時間
　お申込み後に、担当者（住民）がご
　自宅に訪問し、詳しい打ち合わせを
　して決めます。

●問い合わせ
　長谷川トキ子 (おたすけ隊事務局長)
　☎　42 ー４０４０

　お申込み後に、担当者（住民）がご

親の介護があり、自分の仕事も

忙しいと庭の草刈りもなかなか

できないため、近所に迷惑をか

けてしまうので、本当に助かっ

ています。

一人だと億劫になってしまいま

すが、サポーターの皆さんが来

てくれることで、自分自身も「動

かなくては」という思いになり

ます。

事務局長の長谷川さんからのメッセージ
平成 31 年にスタートした当初は、高齢者のための

「おたすけ隊」でしたが、最近では子育て家庭の支援

もさせていただくようになりました。

サポーターについては、仕事一筋で過ごされてきた

かたから「地区のことでお助けすることができて良

かった」との感想をお聞きすることもあり、高齢者

の活動の場にもなっていると感じています。

　　　　　　　サポーター活動は「健康の源」にも

　　　　　　　なると思います。随時募集中ですので　　

　　　　　　　興味のある人はお問い合わせください。

　　　　　　　また、困りごとがありましたら、

　　　　　　　お気軽にご相談ください。

サポーターさんの想い
身近なことで困っている人がいる。

自分もいつか、そういう立場になる

ので、何かお手伝いできればと、サ

ポーターとして参加しました。

短い時間ではあるけれど、活動が終

わった後に、「人のためになれた、

そういう立場に自分が少しでもいら

れた」と思えることが嬉しいです。

サポーターになって良かったこと
・今までに話したことのないサポーターと

　知り合いになれて良かった。

・人と人がふれあえることが良いです。

・自分の住んでいる地域のことが、よくわ

　かるようになりました。

コロナ禍でもコロナ禍でも

大人たちから
子どもたちへ
大人たちから
子どもたちへ

多くの皆さんが
協力して
多くの皆さんが
協力して

何かお手伝いできれば
サポーターさんの想い
何かお手伝いできれば

依頼人も一緒に作業依頼人も一緒に作業

他にもこんな声が
サポーターになって良かったこと
他にもこんな声が

お気軽にご相談を、サポーターも募集中
事務局長の長谷川さんからのメッセージ
お気軽にご相談を、サポーターも募集中お気軽にご相談を、サポーターも募集中

桜井地区のサロン活動（西の庭 ひだまりの会）

桜井地区では、公民館などを会場に九つの

サロンが運営されています。

今回ご紹介するのは、その

なかの一つです。

撮影取材に伺った令和４年

６月は、季節の催しという

ことで「七夕飾り作り」に取り組んでい

ました。

平成２０年に始まった「西の庭ひだまり

の会」は、今年で１５年目を迎えたサロ

ンです。

利 用 案 内
●開催日・時間
　各月第４金曜日（8・9・12・1 月は休み）

　10：00 ～ 11：30

●会場 曽比公民館

●参加費など
　１００円
　事前申し込み不要

●問い合わせ
　下田成一 ( 桜井地区社協会長 )

　☎　３６ー０８４９

次回は
２月２３日
おひな様づくり

「明日、ひだまりの会だから行こうね」って、

私が誘ってきました。（写真左の女性）

「どうしようかなぁ」って考えていたけれ

ど、来るとやっぱり楽しいです。（右の女性）

　　　　　　　　２人で参加２人で参加

９５歳になりますが、隣の人

に誘われてきました。

とても大勢参加されているの

で、びっくりしました。

初めての参加初めての参加

１５年前に、このサロンができたときから

の参加です。

病気のため、普段はずっと家にいるので、

このサロンがとても楽しみです。

３人で参加３人で参加

　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表の府川さんからのメッセージ
スタッフには民生委員や保育士をしていた人もいて、それぞれの得意分野

でアイデアを出し合い、準備をしています。

いつも来ていた参加者に、折り紙で七夕の小さな飾りなどを作って、手紙

と一緒に渡したり、スタッフで様子伺いの訪問をしていました。

ときには、参加者から一言書かれた手紙をもらい、それを貼って、一つの

新聞のようになったものを皆さんに見てもらいました。

参加者もスタッフも、みんなが仲良し参加者もスタッフも、みんなが仲良し参加者もスタッフも、みんなが仲良し　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加者もスタッフも、みんなが仲良し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加者もスタッフも、みんなが仲良し　　　　　　　　　　　　　　　　　　

参加者とのつながりを継続したコロナの２年間参加者とのつながりを継続したコロナの２年間参加者とのつながりを継続したコロナの２年間

ユーチューブ配信動画の全タイトルの紹介 (10 月 15 日現在 )

タイトル 内　　　容
社協ってなにしてるの？

小田原市社会福祉協議会がどのような仕事を

しているのか、市社協ってどんなところなの

かを紹介しています。

ほんとにおいしい非常食アレンジレシピ

市社協ボランティアセンターから非常食アレ

ンジレシピ【ラーメンチャーハン】とローリ

ングストックについての紹介です。

土のう作りを学ぶ

市防災対策課職員を講師にお招きし、土のう

の作り方を紹介しています。動画の最後には、

積み方の説明もあります。

車イスを借りるための簡単手続き

市社協で貸し出しをしている福祉機器のなか

でも需要の多い、車イスの借り方についてま

とめました。

かき氷機を借りるための簡単手続き

市社協で貸し出しをしている福祉機器のうち、

行事用機器のかき氷機の借り方についてまと

めました。

非常食アレンジレシピ  パート２

非常食アレンジレシピ【切り干し大根とツナ

缶の塩昆布和え】と【アルファ化米の炊き比べ】

についての紹介です。

●市社協からのご案内●市社協からのご案内

タイトル 内　　　容
民生委員さんの訪問活動に密着！

「訪問する人から元気をもらえる、だから訪問

が楽しい」という民生委員児童委員さんの友

愛訪問に密着しました。

公園 de ラジオ体操

地域包括支援センターの声かけで始まったラ

ジオ体操。地域内の各公園で皆さんがラジオ

体操を目的に集まり、交流が生まれています。

ふれあいサロン 取材に行ってみた パート 1

サロンしおざゐ（万年地区）、ふれあいサロン

（十字地区）の紹介です。コロナ禍での活動の

工夫や地域での交流の大切さを伺いました。

早川地区地域福祉コーディネーター会

会の活動について一年を通し取材をしました。

生活応援隊、サロンやウォーキングなどの取

り組みを紹介しています。

●地域の活動紹介●地域の活動紹介

本紙面で詳細をご紹介した３タイトル以外に配信をしている

動画の一覧です。

ふれあいサロンのパート２では、上に掲載した「西の庭ひだ

まり会」の他に、同じ桜井地区の「西栢山ふれあいサロン」

も紹介しています。

動画の長さは長短がありますが（最長１０分、最短２分）、

６分前後のものを一番多く配信しています。



ありがとうございました
　　　　　　　　　　　　（令和５年８月１日～１０月２０日）

お名前（敬称略） 金　　額

磯崎　曻 45,482 円
明治大学校友会小田原地域支部 30,000 円
株式会社ユニバーサル技研 300,000 円

合　　　　　　計 375,482 円

お名前（敬称略） 品　　物

市川雅子 日用品、食料品
伊豆川幸子 日用品
横溝宇人 衣類
根府川郵便局 マスク
竹内 タオル
島野慶子・山本優子 洗剤、食料品
小田原第一信用組合 車イス
斉田和浩 紙オムツ、紙パッド
宗久寺 食料品
稲毛竹男 米
株式会社東京合唱協会 コンサートチケット
小田原地区保護司会 ぬり絵、ノート

匿　名（８件） 米、日用品、
紙オムツ、ポータブルトイレ

お名前（敬称略） 金　　額

匿名（１件） 5,000 円
合　　　　　　計 5,000 円

お名前（敬称略） 金　　額

崎村調理師専門学校 50,000 円
匿名（１件） 10,000 円

合　　　　　　計 60,000 円

各種寄付金品については、寄付者のご意向に沿い、目的にあった運用

　及び活用をさせていただいています。

ホームページは 小田原市社協 で 令和５年１２月１日　第１３９号

　　　　　　　　　　　　

お名前（敬称略）

お名前（敬称略）

交通遺児世帯のために交通遺児世帯のために
市内在住で交通遺児世帯の登録がお済みでない人は、ご連絡ください。

【支援の対象】 ※対象を拡大いたしました。詳細はお問い合わせください。
　交通事故により、２０歳未満のお子さんの保護者がお亡くなりになり、または重度

　障がいを負った交通遺児世帯として登録された世帯（自動車事故のほか、列車、船舶、

　航空機などの交通機関の運行上の事故も含みます）

【登録手続きの方法】
小田原市社会福祉協議会所定の申請書に必要事項をご記入のうえ、ご登録いただき

　ます。申請には、事故証明書などが必要になります。

【支援の内容】
　各種金品の贈呈　見舞金…登録されたとき　　　　　　　

　　　　　　　　　支度金…小・中学校に入学、中学・高等学校を卒業するとき

　　　　　　　　　祝い金…２０歳を迎えたとき

　　　　　　　　　その他、激励金や支給品の贈呈

父子世帯のために父子世帯のために　　　　　　　　　　　　　　図書カードを贈呈しています。

【贈呈の対象】
　市内在住で平成 1 ７年 4 月 2 日から平成３０年 4 月 1 日生まれのお子さん

　を養育されている父子家庭

【問い合わせ期間】令和６年 1 月 1 ２日（金）まで

問い合わせ☎ 35-4000 土日、祝日、年末年始を除く 8：30 ～ 17：15

福 ち ゃ ん の い い ね！知っておくと

市社協からのご案内市社協からのご案内

　　　　　　　　　　　　　　次の支援をしています。

福祉用具 (介護ベッド・車いすなど )
住宅改修 (手すり取付など )
各種昇降機のことなら
何でもご相談ください。

お名前（敬称略）

お名前（敬称略）

  TEL ＆ FAX
○法人全体　　
TEL ３５－４０００    FAX ３５－６９０２

○ケアプラン作成
TEL ３５－８１７０　 FAX ３２－４１３９

○福祉まるごと相談事業　
TEL ３５－４０２０　FAX ３５－６９０２

○おだわら成年後見支援センター
TEL ３５－７７７０　FAX ３５－７７７１

○ホームヘルパー派遣
TEL ３５－８１４３　FAX ３２－４１３９

小田原市社会福祉協議会
おだわら総合医療福祉会館１階

交通アクセス
●バスご利用の場合
  （小田原駅西口から約 10 分）
　久野車庫行き又は
　兎河原循環に乗車
　　～市立病院前下車

●徒歩の場合
小田原駅から約 20 分

　足柄、井細田駅から約 10 分

〒250-0055　小田原市久野 115-2

要約筆記入門講座要約筆記入門講座
聴覚障がい者を支えるコミュニケーションの一つ「要約筆記」について学ぶボランティ

ア育成講座です。

【日時】 令和６年２月２０日、２７日、３月５日（全３回）  １３：００～１５：００

【対象】 小田原市内在住・在勤の方

　　　　要約筆記の方法は手書きとパソコンがありますが、パソコンでの受講希望の

　　　　方は、ノートパソコンをお持ちください。

【定員】 １０名　　　　　　　　　　　　　　【講師】　要約筆記サークルこゆるぎ

【申込】　☎３５－４０００にて先着順　　　　【会場】　おだわら総合医療福祉会館　

※問い合わせ　☎35-4000


